
青森県特別支援教育在り方検討会議（令和８年５月７日（木））

特別な教育的ニーズのある
幼児児童生徒数の状況及び

特別支援学校設置の動向について

青森県教育庁学校教育課

資料①
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〇障がいのある幼児児童生徒の学びの場について

本県において、障がいのある幼児児童生徒に対し、多様な学びの場において、少
人数の学級編制、特別の教育課程等によるきめ細かな指導及び支援を実施している。

障がいの程度が比較的重い幼児児童生徒を対象として、専門性の高い教育を
実施

①特別支援学校

②特別支援学級（小・中学校）

障がいの種別ごとの学級を編制し、児童生徒人一人に応じた教育を実施

③通級による指導（小・中・義務教育学校、高等学校）

通常の学級に在籍し、通常の学級での学習におおむね参加でき、一部特別な指
導を必要とする児童生徒に対して、障がいに応じた特別の指導を行う指導形態
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〇全国の特別支援教育を受ける幼児児童生徒数の推移（特別支援学校）

（出典）
中央教育審議会
特別支援教育ＷＧ
参考資料
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〇全国の特別支援教育を受ける児童生徒数の推移（特別支援学級）

（出典）
中央教育審議会
特別支援教育ＷＧ
参考資料
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〇全国の特別支援教育を受ける児童生徒数の推移（通級指導）

（出典）
中央教育審議会
特別支援教育ＷＧ
参考資料
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〇本県の特別支援学校の配置（県立２０校・国立１校）
出典：国土地理院（白地図タイルに学校
名及び学校所在地を追記して作成）

作成）

むつ養護学校（知肢）

盲学校（視）
青森聾学校（聴）
青森第一養護学校（肢）
青森第一高等養護学校（知肢）
青森第二養護学校（知）
青森第二高等養護学校（知）
青森若葉養護学校（病）
浪岡養護学校（病）

八戸盲学校（視）
八戸聾学校（聴）
八戸第一養護学校（肢）
八戸第二養護学校（知）
八戸高等支援学校（知）

弘前聾学校（聴）
弘前第一養護学校（知）
弘前第二養護学校（肢）
（国）附属特別支援学校（知）

森田養護学校（知肢）

黒石養護学校（知）

七戸養護学校（知肢）
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〇県立特別支援学校の学部設置

幼 小 中 高 専 幼 小 中 高 専

県 立 盲 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 青 森 第 二 養 護 〇 〇 〇

八 戸 盲 〇 〇 ◎ 弘 前 第 一 養 護 〇 〇 〇

青 森 聾 〇 〇 〇 〇 ◎ 八 戸 第 二 養 護 〇 〇

弘 前 聾 〇 〇 〇 ◎ 黒 石 養 護 〇 〇 〇

八 戸 聾 〇 〇 〇 ◎ 青 森 第 二 高 等 養 護 〇 ◎

青 森 若 葉 養 護 〇 〇 〇 八 戸 高 等 支 援 〇

浪 岡 養 護 〇 〇 〇 森 田 養 護 〇 〇 〇

青 森 第 一 養 護 〇 〇 七 戸 養 護  〇 〇 〇

弘 前 第 二 養 護 〇 〇 〇 む つ 養 護 〇 〇 〇

八 戸 第 一 養 護 〇 〇 〇 青 森 第 一 高 等 養 護 〇 ◎

学 校 名
設置学部 区

分
学 校 名

設置学部寄
宿
舎

寄
宿
舎

病

弱

視

覚

聴

覚

肢

体

知

肢

併

置

知

的

障

害

区

分

青森第二高等養護学校及び八戸高等支援学校には将来自立した生活を営むた
め作業学習を中心とした学習を行う「産業科」を設置。
日常生活技能の向上や遠方の児童生徒のため一部の学校には寄宿舎を設置。
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〇県立特別支援学校の在籍者数（学部別）

見込

県立特別支援学校全体で増加傾向にあり、幼稚部以外は増加傾向又は増加見込。
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〇県立特別支援学校の在籍者数（障がい種別）

見込

知的障がいは増加傾向、それ以外の障がい種は横ばい又は減少傾向

見込

知的障がい
Ｈ２８→Ｒ７ ＋１７４
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〇寄宿舎利用児童生徒の推移

盲・聾学校及び肢体不自由児童生徒の減少により寄宿舎利用生も減少
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〇公立小中・義務教育学校特別支援学級の在籍者数

知的障がい学級
Ｒ７ 1,525

自閉症・情緒学級
Ｒ７ 2,908

Ｈ２７に自閉症・情緒が知的
障がい学級在籍者数を逆転
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〇県立特別支援学校と特別支援学級の在籍者の推移

Ｈ２７に特別支援学級が県立
特別支援学校在籍者数を逆転
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総数 設置数 割合(％) 総数 設置数 割合(％) 総数 設置数 割合(％)

Ｈ２６ 309 251 81.2 163 139 85.3 472 390 82.6

Ｈ２７ 301 252 83.7 160 139 86.9 461 391 84.8

Ｈ２８ 292 253 86.6 160 136 85.0 452 389 86.1

Ｈ２９ 288 254 88.2 156 138 88.5 444 392 88.3

Ｈ３０ 286 252 88.1 156 135 86.5 442 387 87.6

Ｒ０１ 280 252 90.0 154 139 90.3 434 391 90.1

Ｒ０２ 267 242 90.6 153 137 89.5 420 379 90.2

Ｒ０３ 261 242 92.7 149 135 90.6 410 377 92.0

Ｒ０４ 257 244 94.9 147 138 93.9 404 382 94.6

Ｒ０５ 248 235 94.8 144 132 91.7 392 367 93.6

Ｒ０６ 248 237 95.6 145 131 90.3 393 368 93.6

Ｒ０７ 242 233 96.3 145 129 89.0 387 362 93.5

年度
小学校 中学校 小学校＋中学校

〇特別支援学級設置学校数の推移

義務教育学校の前期課程は小学校に、後期課程は中学校に含む
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○通級による指導を受けている児童生徒数推移（公立）

（引用）
文部科学省
通級による指導
実施状況調査
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○通級指導教室実施校の推移

R8～七戸高校
全日制で初導入

北斗
（定）

＋１八中央
（定）

＋１尾上総
（定）
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○知的障がい特別支援学校児童生徒数の増加への対応（Ｒ８）

○青森第二養護学校
市内唯一の知的障がい小・中学部設

置校で東青地区児童生徒が集中する

環境にあり、増築・普通教室への転

用等の対応がこれ以上困難な状況

市内東部に立地しており西部児童生

徒の通学時間が長い

・近年、知的障がい特別支援学校児童生徒数の増加が続き、令和８年度以降も増加が見込まれる。
・それ以外の障がい種特別支援学校は児童生徒数が横ばい又は減少傾向。

２ 学びの環境の改善に向けた課題

・特に青森第二養護学校の在籍数が急増し、不足教室数が増加する見込み。
・一方青森市内の肢体不自由特別支援学校の青森第一養護学校、知的障がいと肢体不自由併置の
青森第一高等養護学校は在籍数が減少傾向、教室数にも余裕。

○青森第一養護学校
青森第一養護学校（小中学部設置）、

青森第一高等養護学校（高等部設置）

で設置場所が離れており、卒業後の進

路まで見通した指導の充実のため、特

Ｐ連から青森第一養護学校への高等

部設置の要望

○青森第一高等養護学校
Ｈ２７から生徒数が半減、空き教室が

増加しており、他の知的障がい特別支

援学校の学びの場に活用し、校舎に児

童生徒数が増えることで多人数での教

育活動の実践が可能に

「学びの環境の改善」「校舎の有効活用」「児童生徒の通学の利便性の確保」の観点から、当面の対応として「分教室の設
置」を検討（希望する児童生徒が利用）

１ 本県特別支援学校における児童生徒数等の現状・課題

① 青森第二養護学校小中学部の「分教室」を青森第一高等養護学校内に設置
② 青森第一高等養護学校の「分教室」を青森第一養護学校内に設置
（あすなろ療育福祉センター入所者以外生徒への分教室利用範囲の拡充）
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○知的障がい特別支援学校児童生徒数の増加への対応（Ｒ８）

アンケート意向確認調査結果（令和８年度からの分教室の利用希望）
①青森第二養護学校（小１～中２） → 小１３名、中８名の計２１名（対象者１７４名中）
②青森第一高等養護学校進学希望者（中３） → ２名（対象者２名中）
※中１・２のＲ９以降の利用 → ８名（対象者８名中）

③青森第一高等護学校（高１～高２） → ０名（対象者２名中）

３ アンケート意向確認調査を踏まえた分教室の設置

青森第二養護学校は一定数ニーズがあり、未就学児等在校生以外の保護者の意向によっては更に希望者が増える
可能性。青森第一養護学校は中学部全員が希望。
→よってアンケート結果等を踏まえ、令和８年度から当面の間、２つの分教室を設置する。
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（参考）分教室設置イメージ図

青森第二養護学校 青森第一高等養護学校 青森第一養護学校

令和７年度

令和８年度

令和９年度

知的

小・中・高

知的/肢体不自由

高
肢体不自由

小・中

小・中の希望者 肢体不自由高の希望者

分教室

令和９年度以降の対応は、令和８年度に開催する青森県特別支援教育在り方検討会

議において方向性を検討する。

ただし、令和８年度から分教室で学ぶ児童生徒の場所（校舎）は変わらない見込み。

分教室



○現在予定されている学校の移転

令和９年４月 青森聾学校敷地へ移転・青森聾学校と併設
視覚に障がいのある児童生徒の通学手段としてスクールバス配置を予定

①県立盲学校

令和９年４月 旧黒石商業高等学校の校舎等を利活用し、移転（転用改修）
児童生徒の通学手段としてスクールバス配置を予定

②黒石養護学校

現在健康医療福祉部においてあすなろ・さわらび療育福祉センターのあり方検
討会を設置し、検討を進めている。当該検討会議において両センターの移転建替
の方針が示されたことにより、両センターに隣接する両校も一体として移転とな
る予定。（場所・時期については現段階で未定）

③青森第一養護学校・弘前第二養護学校（肢体不自由特別支援学校）
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